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理
事
長
・
院
長
　
飯
田 

修
平

地
域
の
皆
様
へ
　
　
病
院
将
来
構
想
に
向
け
て

　
　「
診
療
」
と

「
経
営
」の
質
向
上
の
実
績

　
練
馬
区
の
病
院
構
想
に
関
し
て
用
地
の

決
定
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
野
台
の

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
決
定
し
ま
し
た
。

基
礎
調
査
の
概
要
書
が
五
月
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
六
月
十
一
日
付
け
、
ね
り
ま
区

報
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
運
営
主
体
選
定
委
員
会
で
運
営
主
体

と
な
る
医
療
機
関
を
検
討
中
で
す
。
予
定

が
大
幅
に
遅
れ
、
応
募
条
件
の
提
示
は
、

九
月
頃
に
ず
れ
込
む
予
定
で
す
。

　
練
馬
総
合
病
院
が
練
馬
区
病
院
構
想
に

参
画
を
申
し
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
報
告

し
ま
し
た
。
当
院
は
、
現
経
営
体
制
に

な
っ
て
、
十
年
間
、
質
向
上
を
果
た
し
な

が
ら
、
黒
字
経
営
で
す
。
以
下
に
述
べ
ま

す
よ
う
に
、
そ
の
実
績
は
、
一
般
産
業
界
・

学
会
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
礎
調
査
報
告
に
も
記
載
さ
れ
、
ま

た
、
区
の
財
政
状
況
か
ら
考
え
て
も
、
医

療
の
質
と
効
率
化
、
す
な
わ
ち
、
良
質
の

医
療
を
提
供
し
つ
つ
、
経
営
効
率
を
高
く

維
持
で
き
る
医
療
機
関
で
な
け
れ
ば
運
営

     

ⅠⅠⅠⅠⅠ
　　　　　
練練練練練
馬馬馬馬馬
区区区区区
病病病病病
院院院院院
構構構構構
想想想想想
ととととと
病病病病病
院院院院院
経経経経経
営営営営営

で
き
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
経
営
実
績
の

あ
る
病
院
で
な
け
れ
ば
困
難
な
事
業
で

す
。
　
当
院
は
、
地
域
連
携
、MQ
I

活
動
、
学
会

活
動
、
病
院
会
活
動
、
医
師
会
活
動
等
幅

広
く
公
益
活
動
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
質
向
上
に
関
す
る
活
動
に
お
い
て

は
、
医
療
・
品
質
管
理
両
方
の
世
界
で
指

導
的
立
場
に
あ
り
ま
す
。
品
質
管
理
学
会

の
評
議
員
・
研
究
会
主
査
を
務
め
て
お
り

ま
す
。
飯
田
が
執
筆
し
た
、『
練
馬
総
合
病

院
に
お
け
るT

Q
M

の
考
え
方
と
実
践
　
経

営
戦
略
と
し
て
の
医
療
の
質
向
上
活
動

（MQI:Medical Quality Improvement

）』

が
、
本
年
六
月
に
、
品
質
管
理
の
年
間
優

秀
論
文
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
Ｑ
Ｃ
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
、
意
気
消
沈
し
た
日

本
の
再
生
を
か
け
て
、
産
官
学
が
結
束
し

て
、「
日
本
も
の
つ
く
り
・
人
つ
く
り
質
革

新
機
構
」
が
発
足
し
、
私
が
医
療
界
か
ら

た
だ
一
人
、
理
事
と
し
て
参
画
し
て
お
り

ま
す
。

　
医
療
経
営
に
関
す
る
報
告
、
講
演
、
出

版
は
多
数
で
、
全
国
病
院
経
営
管
理
学
会

副
会
長
、
日
本
経
営
者
連
盟
の
東
京
都
支

部
の
常
務
理
事
等
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
江
古
田
の
地
か
ら
出
て
い
く
と
い
う
噂

が
流
れ
て
お
り
ま
す
が
、
間
違
い
で
す
。

現
在
地
は
狭
隘
の
た
め
、
診
療
を
継
続
し

な
が
ら
の
病
院
建
築
は
で
き
ま
せ
ん
。
現

在
地
に
残
る
た
め
に
も
、
高
野
台
に
新
た

に
移
転
建
築
し
、
そ
の
上
で
、
現
病
院
の

取
り
壊
し
と
建
築
が
必
須
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
練
馬
区
病
院
構
想
の
運
営
主
体
と
し
て

当
院
が
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

 

ⅡⅡⅡⅡⅡ
　　　　　
質質質質質
向向向向向
上上上上上
ととととと
安安安安安
全全全全全
確確確確確
保保保保保

　　
本
年
度
の
当
院
の
教
育
委
員
会
とM

Q
I

活
動
の
統
一
主
題
は
安
全
確
保
で
す
。

　
念
仏
の
よ
う
に
「
事
故
は
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
。
」
と
唱
え
て
い
れ
ば
無
く
な

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
い

こ
と
は
考
え
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
事
故
を
ゼ
ロ
に
す

る
」
と
、
で
き
も
し
な
い
こ
と
を
、
言
う

だ
け
で
も
い
け
ま
せ
ん
。
実
行
可
能
な
改

善
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
当
院
だ
け
で
は
な
く
、
医
師
会
、

病
院
会
に
種
々
の
委
員
会
、
研
究
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
日
本
医
師
会
医
療
安
全
器
材
開
発
検
討

委
員
会
委
員
長
、
全
日
本
病
院
協
会
医
療

の
質
向
上
委
員
会
委
員
長
・
医
療
安
全
対

策
委
員
会
委
員
等
を
務
め
、
病
院
方
針
と

し
て
、
医
療
の
質
向
上
と
安
全
確
保
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
ミ
ス
や
事
故
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
生
頻
度
の
減
少
と
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
組
織
管
理
が
必
要
で
す
。
当
院
が
、
総

合
的
質
経
営
（T

Q
M
:
T
o
t
a
l
 
Q
u
a
l
i
t
y

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

）
を
す
る
理
由
で
す
。

 

ⅢⅢⅢⅢⅢ
　　　　　
近近近近近
況況況況況
報報報報報
告告告告告

　　
六
月
一
日
付
け
で
、
川
崎
多
恵
子
看
護

部
長
が
就
任
し
、
内
科
医
師
の
増
員
も
お

こ
な
い
、
慶
応
義
塾
大
学
病
院
と
の
連
携

を
、
よ
り
一
層
強
め
て
お
り
ま
す
。

　
新
入
職
員
は
、
当
院
の
業
務
に
も
な

れ
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
五
月
に
は
、
看
護
週
間
の
様
々
な
催
し

が
恙
な
く
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

旭
丘
小
学
校
児
童
の
作
品
展
示
は
、
患
者

さ
ん
を
力
づ
け
ま
し
た
。

　
本
年
のM

Q
I

活
動
の
統
一
主
題
は
、「
安

全
確
保
」
で
す
。
約
十
チ
ー
ム
が
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
年
末
の
発
表
大
会
が
楽

し
み
で
す
。
秋
に
は
、
詳
細
を
皆
様
に
広

報
い
た
し
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
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当
院
で
の
高
齢
者
、
成
人
病
健
康
診
査

で
は
肺
疾
患
、
心
疾
患
、
生
活
習
慣
病
（
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
尿
酸
血

症
）
肝
臓
病
、
腎
臓
病
等
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
一
般
採
血
、
検
尿
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
心
電
図
、
眼
底
検
査
、
血

圧
測
定
を
行
な
い
ま
す
。

　
眼
底
写
真
は
眼
科
医
が
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
は
放
射
線
技
師
が
、
そ
の
他
の
検
査

は
検
査
技
師
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
担
当
医
の

判
断
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
、
異
常
所

見
、
異
常
デ
ー
タ
を
記
載
し
ま
す
。
後
日
、

皆
様
が
結
果
説
明
を
聞
き
に
来
院
さ
れ
た

時
、
担
当
医
師
は
問
診
後
、
今
後
の
留
意

点
に
関
し
て
説
明
い
た
し
ま
す
。
説
明
の

補
助
と
な
る
よ
う
に
、
当
院
独
自
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
何
種
類
か
作
成
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
様
に
、
医
師
と
技
師
で
万
全
を

期
し
て
検
診
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
検
診
を
上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
少
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
問
診
は
検
査
結
果
と
同
様
に
重
要
で

す
。
問
診
な
く
し
て
は
診
断
で
き
な
い
病

気
も
あ
り
ま
す
の
で
自
覚
症
状
の
あ
る
方

は
何
な
り
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、『
狭
心
症
』
は
胸
の
圧
迫
感
が

無
い
と
き
は
、
通
常
の
検
査
で
は
異
常
を

認
め
ま
せ
ん
。
症
状
を
も
と
に
、
二
十
四

時
間
心
電
図
、
運
動
負
荷
心
電
図
等
の
精

密
検
査
を
お
こ
な
っ
て
、
は
じ
め
て
診
断

に
い
た
り
ま
す
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
心

電
図
で
は
、
心
臓
、
肺
の
病
気
を
み
ま
す

が
、
古
い
病
気
で
問
題
な
い
の
か
、
治
療

が
必
要
な
の
か
、
時
と
し
て
判
断
に
困
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
際
に
も

咳
、
痰
、
微
熱
、
呼
吸
困
難
等
の
自
覚
症

状
を
参
考
と
し
て
、
精
密
検
査
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

内
科
医
師
　
柳
川
　
達
生

健
康
診
査
で

 
 

最
大
の
財
産

 
 
 
 
 
 
 

健
康
を
守
ろ
う
！

健康診査の

　　おすすめ

　
肝
臓
の
デ
ー
タ
に
異
常
を
認
め
た
場
合

も
、
検
診
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
不
明
の
こ

と
も
多
く
、
も
う
一
度
時
期
を
お
い
て
採

血
を
し
た
り
、
腹
部
エ
コ
ー
等
の
精
密
検

査
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
尿

酸
血
症
に
関
し
て
は
食
事
、
運
動
療
法
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
直
ち
に
薬

物
療
法
が
必
要
で
あ
る
場
合
や
、
逆
に
運

動
療
法
を
制
限
す
べ
き
時
も
あ
り
ま
す
の

で
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
は
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
す
の
で
是
非
と
も
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　当院でも、練馬区の生活習慣病健康審査（成人健康診査・高齢者健康審査）が９月３日（月）

から開始されます。（※板橋区、中野区はすでに始まっています。）

　健康診査について診査項目、受付方法などをご案内いたします。

平成13年度　区民検診 ・健康診査のご案内
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　（１）高齢者健康診査　　区内在住で平成区内在住で平成区内在住で平成区内在住で平成区内在住で平成 1 41 41 41 41 4 年年年年年 33333 月月月月月 3 13 13 13 13 1 日現在　日現在　日現在　日現在　日現在　6 56 56 56 56 5 歳以上の方歳以上の方歳以上の方歳以上の方歳以上の方

対象者全員に「平成13年度練馬区健康診査受診票」および「健康診査の

　　 ごあんない」が、区から送付されてきます。

　（２）成人健康診査　　　区内在住で平成区内在住で平成区内在住で平成区内在住で平成区内在住で平成 1 41 41 41 41 4 年年年年年 33333 月月月月月 3 13 13 13 13 1 日現在　日現在　日現在　日現在　日現在　3 03 03 03 03 0 歳以上歳以上歳以上歳以上歳以上 6 46 46 46 46 4 歳以下の方歳以下の方歳以下の方歳以下の方歳以下の方

申し込み制です。申し込み後に「平成13年度練馬区健康診査受診票」

　　 および「健康診査のごあんない」が、区から送付されてきます。

<対象者>

健康診査の対象者・期間・受診受付方法

<期間>
平成１３年９月３日（月）から１１月３０日（金）まで　（練馬区）

　　　　　　＊板橋区・中野区は、すでに実施している診査もあります。受付にお尋ねください。

<診査 受付方法>　

　●受付 　③番窓口で受付をいたします。　

　　　　　　（当院を初めて受診される方は、入口にて診察申込書をご記入ください。）

　●時間 　午前８時３０分から午前１１時　・　正午から午後４時（土日祭日はお休みです。）

　●持ち物 　区より送付の健康診査受診票、保険証・医療証、お持ちの方は当院の診察券　

<健診順路>

<検査結果の受付>

　● ③番窓口で受付をいたします。診察券、保険証をお持ちください。

　● 受付時間・結果説明場所・期間については後日お知らせいたします。

① 2階検査室で受付

②採尿

③血圧測定

④採血

⑤眼底写真

⑥心電図

⑦身長・体重測定

⑧ 1階放射線科
レントゲン撮影
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● 

尿
蛋
白
（
－
）

　
● 

尿
潜
血
（
－
）

　
尿
蛋
白
あ
る
い
は
尿
潜
血
が
陽
性
と
で
た

方
は
、
以
下
の
理
由
で
尿
の
再
検
査
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
尿尿尿尿尿
蛋蛋蛋蛋蛋
白白白白白
・
・
・
目
に
見
え
な
い
尿
蛋
白
を

試
験
紙
で
調
べ
る
方
法
で
す
。
腎
疾
患
の
時

に
陽
性
と
で
ま
す
が
、
心
不
全
、
発
熱
、
過

労
、
運
動
等
で
一
時
的
に
陽
性
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
常
に
陽
性
で
あ

る
の
か
、
一
時
的
に
陽
性
で
あ
る
の
か
、
確

認
が
必
要
で
す
。

　
尿尿尿尿尿
潜潜潜潜潜
血血血血血

・
・
・
目
に
見
え
な
い
尿
中
の
赤

血
球
を
試
験
紙
で
調
べ
る
方
法
で
す
。
調
べ

る
方
法
で
す
。
腎
、
尿
管
、
膀
胱
、
前
立

腺
等
の
炎
症
、
腫
瘍
（
頻
度
と
し
て
腫
瘍
は

ま
れ
で
す
。
）
、
あ
る
い
は
結
石
等
で
陽
性
に

な
り
ま
す
。
試
験
紙
法
で
陽
性
と
な
っ
た
場

合
、
尿
に
赤
血
球
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
顕
微
鏡
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す

（
尿
沈
渣
法
）
。

　
高
血
圧
が
長
年
続
く
と
、
脳
血
管
障

害
、
心
筋
梗
塞
等
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
血
圧
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
変
動
す
る

の
で
、
時
々
測
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

● 70 歳未満　

　　　最大140 未満

　　　最小90 未満

● 70 歳以上　

　　　最大160 未満

　　　最小90 未満

　　　　　　　　㎜ Hg

　
心
電
図
は
、
心
臓
の

働
き
を
電
気
的
に
と
ら

え
た
も
の
で
す
。
不
整

脈
、
狭
心
症
、
心
筋
梗

塞
な
ど
の
診
断
に
有
効

で
す
。

　
所
見
が
あ
っ
て
も
、
正

常
範
囲
の
も
の
や
、
定
期
検
査

・
精
密
検

査
の
必
要
な
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
血
液
は
、
体
の
隅
々
ま
で
酸
素
や
栄
養

分
を
運
ぶ
と
と
も
に
、
炭
酸
ガ
ス
や
老
廃
物

を
運
び
出
す
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
体
の
ど
こ
か
に
異
常
が
あ
る
と
、
血
液

の
成
分
に
、
そ
の
影
響
が
出
ま
す
。

　
●
白白白白白
血血血血血
球球球球球
・
・
・
身
体
に
感
染
や
炎
症
が

あ
る
と
高
値
を
示
し
ま
す
。3

0
0
0
/
m
m
3

以

下
も
し
く
は
、1

0
0
0
0
/
m
m
3

以
上
の
方
は
、

再
検
査
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
風
邪
を

患
っ
た
時
な
ど
一
時
的
に
基
準
値
を
外
れ
る

こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
●
赤赤赤赤赤
血血血血血
球球球球球
、、、、、

血血血血血
色色色色色
素素素素素
量量量量量
、、、、、

ヘヘヘヘヘ
マママママ
トトトトト
ククククク

リリリリリ
ッッッッッ
トトトトト
・
・
・
こ
れ
ら
の
値
が
低
い
場
合
を

貧
血
と
い
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
も

と
で
、
貧
血
と
な
り
ま
す
の
で
、
原
因
を

調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
血
色
素
量
が
女

性
で1

0
.5
g/
d
l

未
満
、
男
性
で1

1
.8
g/
d
l

未

満
の
場
合
に
は
再
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
総総総総総
コココココ
レレレレレ
ススススス
テテテテテ
ロロロロロ
ーーーーー
ルルルルル
、、、、、H

D
L
H
D
L
H
D
L
H
D
L
H
D
L

コココココ
レレレレレ
ススススス
テテテテテ

ロロロロロ
ーーーーー
ルルルルル
・
・
・
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
、

動
脈
硬
化
を
き
た
し
や
す
く
、
長
年
持
続

す
る
と
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が2

4
1
m
g
/
d
l

の
場

合
に
は
、
再
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
低
値
を
示
す
場
合
に
は
、

予
備
力
の
低
下
し
た
肝
硬
変
症
や
栄
養
不

良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
●
中中中中中
性性性性性
脂脂脂脂脂
肪肪肪肪肪
・
・
・
中
性
脂
肪
が
高
い
と
、

動
脈
硬
化
を
き
た
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
事
療
法
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
再
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
中
性
脂
肪
の
値
が

2
5
0
m
g/
d
l

以
上
の
場
合
に
は
、
再
検
査
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
尿尿尿尿尿
酸酸酸酸酸
・
・
・
尿
酸
値
が
高
い
と
、
痛
風

発
作
、
腎
結
石
と
な
る
危
険
性
が
で
て
き

ま
す
。
ま
た
動
脈
硬
化
と
の
関
連
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
性
で7

m
g
/
d
l

以
上
、
男
性
で8

m
g/
d
l

以
上
の
場
合
に
は
、

再
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
空空空空空

腹腹腹腹腹

時時時時時

血血血血血

糖糖糖糖糖

値値値値値

・・・・・
食食食食食

後後後後後

血血血血血

糖糖糖糖糖

値値値値値
・
・
・
空
腹
時
血
糖
値1

1
0

～1
2
5
m
g/

d
l

以
上
、
あ
る
い
は
食
後
血
糖
値1

4
0

～

1
9
9
m
g/
d
l

、
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方

は
、
境
界
線
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
四
ヶ

月
以
内
に
再
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
尿尿尿尿尿
素素素素素
窒窒窒窒窒
素素素素素
、、、、、
ククククク
レレレレレ
アアアアア
チチチチチ
ニニニニニ
ンンンンン
・
・
・
腎

臓
機
能
を
反
映
し
ま
す
。
値
が
高
い
場
合

は
、
再
検
査
を
受
け
る
と
と
も
に
、
塩
分

を
控
え
め
に
し
て
、
体
に
負
担
の
か
か
ら
な

い
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
と
言
う
と
、
真
っ
先
に

「
息
を
吸
っ
て
ー
、
は
い
、
止
め
て
。
」
と
い

う
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
そ
れ
く
ら
い
良
く
知
ら
れ
た
検
査
で

す
。
　
高
齢
者
・
成
人
健
康
診
査
の
時
、
放
射
線

科
で
は
こ
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
影
し

ま
す
。
検
診
時
に
な
ぜ
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
撮
影
す
る
か
と
言
う
と
、
か
つ
て
結
核

が
猛
威
を
ふ
る
い
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

第
一
位
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
第
二
位
が

肺
炎
で
、
一
位
、
二
位
が
胸
部
疾
患
だ
っ
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
の
現

在
は
、
肺
が
ん
を
含
む
悪
性
新
生
物
が
第

一
位
に
な
り
、
し
か
も
、
そ
の
肺
が
ん
が
、

胃
が
ん
を
抜
い
て
悪
性
新
生
物
中
第
一
位
に

な
り
ま
し
た
。
肺
炎
も
い
ま
だ
、
上
位
に
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は
全
身
病
の

鏡
と
言
わ
れ
、
胸
部
以
外
の
疾
患
が
診
断

で
き
ま
す
。
実
は
こ
の
こ
と
が
、
検
診
に
お

い
て
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
影
す
る
一
番

の
目
的
で
す
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は
、
肺

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
心
臓
の
病
気
、
動
脈

の
病
気
、
腹
部
の
病
気
な
ど
を
推
測
で
き

る
事
が
あ
り
ま
す
。
右
の
横
隔
膜
が
上
が
っ

て
い
れ
ば
肝
臓
が
腫
れ
て
い
る
、
左
な
ら
ば

脾
臓
が
腫
れ
て
い
る
、
形
が
不
整
形
、
心
臓

が
大
き
い
、
食
道
部
分
の
形
が
変
だ
、
動
脈

の
陰
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
、
大
動
脈
瘤
で

は
・
・
・
。
ま
た
、
腹
部
の
病
気
な
ど
で
間

接
的
な
症
状
と
し
て
肺
に
水
が
溜
ま
っ
た

り
、
炎
症
が
見
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は
一

枚
の
写
真
で
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
診
断
で

き
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
検
診
で
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
検
査
な
の
で
す
。

＊
着
替
え
の
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
＊
ボ
タ
ン
や
金
具
の
付
い
た
衣
服
は
、

お
避
け
く
だ
さ
い
。

　
＊
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
の
貴
金
属
も
撮
影
時

に
は
外
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

胸部胸部胸部胸部胸部

ﾚﾝﾄｹﾞﾝﾚﾝﾄｹﾞﾝﾚﾝﾄｹﾞﾝﾚﾝﾄｹﾞﾝﾚﾝﾄｹﾞﾝ検査検査検査検査検査

眼眼眼眼眼     底底底底底     検検検検検     査査査査査
　
健
診
で
お
こ
な
わ
れ
る
眼
底
検
査
は
、
多

く
は
眼
底
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
眼
底

の
写
真
を
判
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
診
断

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
眼
底
写
真

に
は
、
眼
底
の
中
央
部
分
だ
け
が
撮
影
さ
れ

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
診
断
は
基
本
的
に
は
、

こ
の
範
囲
に
起
こ
る
病
気
に
限
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
眼
底
の
周
辺
部
や
眼
底
以
外
の

病
気
は
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
健
診
は
、
あ
く
ま
で
高
齢
者
、
成
人
に
多

い
病
気
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
意
味
合
い

で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
べ
き
で
す
。

　
実
際
の
健
診
で
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
●
異異異異異
常常常常常
ななななな
ししししし
・
・
こ
こ
で
気
を
つ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
、
異
常
が
な
い
の
は
こ
の
写

真
に
写
っ
て
い
る
範
囲
だ
け
と
い
う
こ
と
で

す
。
従
っ
て
、
何
ら
か
の
症
状
が
あ
る
場
合
、

ま
た
は
、
内
科
的
な
疾
患

（
糖
尿
病
、
高 眼科医師　江本　一郎

　血
圧
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
心
臓
病
な
ど
）

が
あ
る
場
合
に
は
、
一
度
両
眼
の
詳
し
い
眼

底
検
査
を
受
け
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
●
判判判判判
定定定定定
不不不不不
能能能能能

・
・
写
真
が
よ
く
写
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
白
内
障

や
瞳
孔
が
小
さ
い
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、

な
ぜ
写
ら
な
い
の
か
検
査
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
●
眼眼眼眼眼
底底底底底
出出出出出
血血血血血

・
・
・
眼
底
に
出
血
を
き

た
す
疾
患
は
非
常
に
多
く
、
原
因
を
調
べ
る

た
め
、
詳
し
い
眼
底
検
査
が
必
要
で
す
。

　
●
視視視視視
神神神神神
経経経経経
乳乳乳乳乳
頭頭頭頭頭
陥陥陥陥陥
凹凹凹凹凹

・
・
・
視
神
経
の

中
央
が
く
ぼ
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

正
常
な
人
で
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
緑
内
障

に
よ
る
変
化
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
眼
圧

（
眼
の
か
た
さ
）
、視
野

（
見
え
る
範
囲
）の

検
査
が
必
要
で
す
。

　
●
黄黄黄黄黄
斑斑斑斑斑
変変変変変
性性性性性
症症症症症
・
・
・
眼
底
の
中
で
、
も

の
を
見
る
中
心
の
部
分
を
黄
斑
部
と
い
い
ま

す
。
こ
の
部
分
が
正
常
で
な
い
と
思
わ
れ
る

場
合
に
は
、
黄
斑
変
性
症
と
記
載
さ
れ
ま

す
。
造
影
剤
を
使
っ
た
眼
底
検
査
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
網
膜
動
脈
硬
化
症
、
ひ
ょ

う
紋
状
眼
底

（
高
度
近
視
の
眼
底
）
な
ど

様
々
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
検
査

が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
“
要
診
察
”

と
書
か
れ
ま
す
の
で
、
眼
科
受
診
の
目
安

と
し
て
く
だ
さ
い
。
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いしい　まさとし

内科医師　石井　昌俊

かわさき　たえこ

看護部長　川崎　 多恵子

わただ　すすむ

外科医師　和多田　晋

　
六
月
一
日
付
け
で
看
護
部
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
わ
り

な
が
ら
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
院

の
目
標
で
あ
り
ま
す
、
公
正
で
よ
り
良
質

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
チ
ー
ム
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
研
鑚
い
た
し
ま
す
。

　
看
護
は
、
人
々
の
人
間
的
な
出
来
事
と

し
て
の
心
身
の
悩
み
に
対
し
て
、
そ
れ
を

回
復
さ
せ
る
専
門
的
な
知
識
、
技
術
、
心

が
調
和
し
て
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
患

者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
こ
そ
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
医
療
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
も
変
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
医
療
資
源
の
効
率
的
な

活
用
を
図
る
た
め
に
、
治
療
、
看
護
ケ
ア

の
標
準
化
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
と
医
療
者
の
間
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
情
報
の
開
示
と
説
明
が
十
分
さ
れ
た

う
え
で
、
患
者
さ
ん
の
選
択
に
基
づ
く
医

療
が
で
き
、
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま

す
。
　
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
五
月
一
日
よ
り
、
当
院
の
外
科
に
て
、
一

年
間
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
昨
年
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
し
、
一
年

間
、
同
病
院
で
、
外
科
研
修
医
と
し
て
勉

　
五
月
一
日
よ
り
赴
任
い
た
し
ま
し
た
内

科
の
石
井
昌
俊
で
す
。
専
門
は
内
分
泌
代

謝
内
科
で
す
が
、
特
に
糖
尿
病
の
研
究
、

診
療
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
病
院
に
、
卒
業
後
九
年

間
お
世
話
に
な
っ
た
後
、
こ
の
四
月
ま
で

の
四
年
間
は
、
飯
田
橋
に
あ
る
東
京
逓
信

病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
生
活
習
慣
病
と
も
言
わ
れ
る
病
気
は
、

医
師
だ
け
で
な
く
、
特
に
看
護
婦
、
栄
養

士
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

方
々
の
協
力
の
下
で
の
生
活
改
善
が
重
要

で
す
。
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
の
連
携
を
進

め
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
へ
の
説
明
と

同
意
を
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
、
世
界
水

準
の
最
高
の
治
療
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ー
　
＊
　
ー
　
＊
　
ー
　
＊
　

ー
　
＊
　
ー
　
　

ー
　
＊
　
ー
　
＊
　
ー
　
＊
　

ー
　
＊
　
ー
　
　

強
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
勉
強
す
る
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
昨
年
得
た
知
識
、
技
術
を
い
か
し
、

少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
た
め
に
役
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー
　
＊
　
ー
　
＊
　
ー
　
＊
　

ー
　
＊
　
ー
　
　

６月２６日（火）から、内科にて

「糖尿病外来」をおこなうことに

なりました。

診察：内科外来　毎週火曜日

　　　午前9:00 ～（診察開始）

　　　石井 昌俊 医師

*予約の必要はありません

*内科の受付をしてください

外来のお知らせ



7　ﾊﾛｰﾎｽﾋﾟﾀﾙ　40号

『手術室・

　　 中央材料室です』

手術室/ 中央材料室婦長

    若松　恵子

職場拝見７職場拝見７職場拝見７職場拝見７職場拝見７

　
私
た
ち
手
術
室
・
中
央
材
料
室
職
員
の
役

割
は
、
患
者
さ
ん
の
安
全

・
安
楽
を
確
保

し
、
清
潔
を
保
ち
、
手
術
が
円
滑
に
進
行

す
る
よ
う
に
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を

も
っ
て
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　
手
術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
は
、
小
児
・
成

人

・
高
齢
者
と
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
が
対
象

で
す
。

　
手
術
と
聞
く
と
、
び
っ
く
り
し
て
怖
い
と
い

う
印
象
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
手
術
室
看

護
婦
が
術
前
訪
問
を
お
こ
な
い
、
入
室
か

ら
手
術
終
了
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　
患
者
さ
ん
か
ら
の
不
安
な
声
や
そ
の
人
に

応
じ
て
、
医
師
、
麻
酔
科
医
、
手
術
室
看

護
婦
達
で
話
し
合
い
、
安
心
し
て
最
良
の
治

療
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
心
か
ら

お
む
か
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
術

式
、
部
位
、
年
齢
、
患
者
さ
ん
の
要
望
に

対
応
し
た
麻
酔
方
法
な
ど
も
考
慮
し
て
い
ま

す
。
手
術
室
は
二
階
検
査
室
の
向
側
で
す
。

手
術
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
ら

い
つ
で
も
、
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
緊
張
を
少
し
で
も
和
ら
げ
、
落
ち
着
け

る
よ
う
に
と
音
楽
を
流
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
患
者
さ
ん
の
希
望
で
す
が
…
。
時
に
は

好
み
の
テ
ー
プ
やC

D

・M
D

等
持
参
し
て
い

た
だ
き
、
「
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
手
術
で
き

る
な
ん
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
。
」
と
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
医
療
の
高
度
化
、
機
器
、
技
術
の
進
歩
に

お
い
て
、
婦
人
科
で
は
腹
腔
鏡
下
手
術
。
外

科
で
は
、

肝
臓
や
食
道
な
ど
大
き
な
手

術
、
腹
腔
鏡
下
、
胸
腔
鏡
下
手
術
等
が
お

こ
な
わ
れ
、
整
形
外
科
で
は
、
自
己
血
回

収
シ
ス
テ
ム
使
用
に
よ
る
高
度
な
脊
椎
手
術
、

関
節
鏡
視
下
、
人
工
関
節
、
複
雑
な
骨
折

の
手
術
、
ま
た
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
皮

膚
科
部
門
も
多
種
多
様
な
手
術
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
緊
急
手
術
、
特

に
、
夜
間
、
休
日
等
、
患
者
さ
ん
の
病
態

の
緊
急
性
を
十
分
理
解
し
て
、
“
救
命
”
を

目
的
と
し
た
迅
速
か
つ
的
確
な
判
断
で
、
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
体
温
管
理
、
多
様
な

M
E

機
器
の
管
理
、
感
染
防
止
等
、
手
術
室

の
環
境
に
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
隣
接
し
た
中
央
材
料
室
は
、手
術
器
械
や

院
内
す
べ
て
の
器
械
、
器
具
の
滅
菌
物
や
医

療
材
料
等
を
、
一
括
し
た
管
理
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　
治
療
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、
手

術
室
、
中
央
材
料
室
職
員
一
同
、
日
々
の

業
務
に
努
め
て
い
ま
す
。
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看
護
週
間
を

終
え
て

　
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
体
調
は
い
か
が
で
す

か
？
皆
様
方
が
一
日
も
早
く
回
復
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
健
康
に
対
す
る
知

識
、
関
心
を
得
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、

練
馬
総
合
病
院
一
同
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
五
月
十
二
日
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
を

記
念
し
て
、
平
成
三
年
よ
り

「
看
護
の
日
」

と
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
日
を
は

さ
ん
だ
五
月
六
日
～
十
二
日
ま
で
の
週
を

「
看
護
週
間
」と
い
い
ま
す
。
定
め
ら
れ
た

背
景
と
し
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
暖
か
い
社
会
、
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
も
、
恒
例
の
行
事
と
し
て
「
看
護

週
間
」
・
「
看
護
の
日
」を
記
念
し
て
、
例

年
通
り
様
々
な
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
病
院
玄
関
前

で
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

「
血
圧
測

定
・
健
康
相
談
」
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
の
他
お
こ
な
わ
れ
た
行
事

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
今
年
の
看
護
体
験
は
、
四
名
の

　
　
　
　
　
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
看
護
婦
を
目
指
し
て
い
る
方
、
三

　
　
　
　
　
名
は
、
医
療
に
関
係
の
あ
る
お
仕

　
　
　
　
　
事
を
さ
れ
て
い
る
男
性
会
社
員
の

　
　
　
　
　
方
で
し
た
。

　
病
棟
看
護
婦
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た

だ
き
、
患
者
さ
ん
の
食
事
の
介
助
や
患
者

さ
ん
の
体
を
拭
い
た
り
、
足
浴
、
洗
髪
な

ど
、
い
つ
も
看
護
婦
が
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

を
一
緒
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

日
だ
け
の
短
い
「
看
護
体
験
」で
し
た
が
、
終

了
時
に
は
、
「
思
っ
た
よ
り
患
者
さ
ん
が
明

る
い
。
」「
看
護
婦
の
看
護
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
を
知
っ
た
。
」
な
ど
感
想
を
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
当
院
の
姿
勢
や
、
自
分
の
仕
事
に
誇
り

を
持
っ
て
働
い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
看
護
観

を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

旭丘小学校児童の皆さんの作品展
　「
看
護
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
旭
丘
小
学

校
の
生
徒
さ
ん
が
絵
や
作
文
を
た
く
さ
ん

書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
外
来
フ
ロ
ア
ー
に
展
示
い
た
し

ま
し
た
。
外
来
の
待
ち
時
間
に
、
患
者
さ

ん
た
ち
は
熱
心
に
作
品
を
ご
覧
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ど
の
作
品
か
ら
も
や
さ
し
い
心
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ふれあい看護体験

記念講演会

① 「 地域医療について」

② 「 健やかにすごすために

　　　～家庭内で転ばない！　転ばせない！～」

　
飯
田
院
長
が
、
健
康
に
関
す
る
自
己
責

任
、
地
域
医
療
の
あ
り
方
、
医
療
連
携
な

ど
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。
次
に
、
看

護
婦
、
理
学
療
法
士
、
設
備
の
関
係
者

が
、
家
庭
内
の
危
険
な
要
素
、
転
倒
時
の

応
急
処
置
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

実
演
、
ま
た
、
転
倒
防
止
な
ど
の
器
具
を

実
際
に
お
見
せ
し
な
が
ら
、
改
善
工
夫
を

皆
様
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。
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● 水虫治療薬 ●

　
水
虫
は
、
白
癬
菌
と
呼
ば
れ
る
カ
ビ
の

一
種
が
皮
膚
に
す
み
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
す
。

　
水
虫
は
数
日
で
は
治
り
ま
せ
ん
し
、
再

発
し
や
す
い
病
気
の
た
め
、
「
水
虫
は
治

ら
な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
い
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
現
在
の
水
虫
薬
は
、
強
力
に
菌
を
抑
え

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た
い
て
い

の
症
状
は
一
～
二
ヶ
月
で
か
な
り
改
善
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
自
覚
症
状
が
な
く

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
勝
手
に
治
療
を

や
め
て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
顕
微

　　

　

鏡
で
患
部
の
皮
膚
を
見
て
み
る
と
ま
だ
菌

は
生
き
て
い
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
菌
が

ま
た
息
を
ふ
き
か
え
し
再
発
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　
医
師
に
よ
る
正
し
い
診
断
と
薬
の
適
切

な
使
用
で
水
虫
を
完
治
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

 
 

外
用
薬
　

　　
真
菌
の
細
胞
膜
合
成
を
阻
害
し
て
、
菌

を
殺
す
外
用
薬
で
す
。

　
★
真
菌
は
厚
い
角
質
層
の
中
に
根
を
の

ば
し
て
い
ま
す
の
で
、
薬
は
う
す
く
の
ば

し
て
患
部
よ
り
広
め
に
塗
り
ま
し
ょ
う
。

お
風
呂
上
が
り
に
塗
る
の
が
効
果
的
で

す
。
　
＊
ク
リ
ー
ム
・
・
・

　
　
　
エ
ン
ペ
シ
ド
ク
リ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
一
日
二
～
三
回
塗
布
）

　
　
　
ア
ト
ラ
ン
ト
ク
リ
ー
ム

　
　
　
ニ
ゾ
ラ
ー
ル
ク
リ
ー
ム

　
　
　
ボ
レ
ー
ク
リ
ー
ム

　
　
　
ゼ
フ
ナ
ー
ト
ク
リ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
一
日 

一
回
塗
布
）

  

＊
ロ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・

　
　
　
ア
ス
タ
ッ
ト
液

　
　
　
ラ
ミ
シ
ー
ル
液

　
　
　
　
　
　
　
（
一
日
一
回
塗
布
）

　
内
服
薬
　

　　
真
菌
の
細
胞
膜
合
成
を
阻
害
し
て
、
菌

を
殺
す
内
服
薬
で
す
。

　
①
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
系
抗
真
菌
薬
・
・
・
　

　
　
　
イ
ト
リ
ゾ
ー
ル
カ
プ
セ
ル

　
★ 

こ
の
薬
は
脂
肪
分
に
溶
け
や
す
く
吸

収
さ
れ
や
す
い
の
で
、
食
直
後
に
服
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
★ 

い
っ
し
ょ
に
服
用
し
て
は
い
け
な
い

薬
が
あ
り
ま
す
の
で
他
に
薬
を
服
用
す
る

場
合
は
必
ず
医
師
・
薬
剤
師
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　　
②
ア
リ
ル
ア
ミ
ン
系
抗
真
菌
薬
・
・
・
　

　
　
　
ラ
ミ
シ
ー
ル
錠

　
★ 

こ
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
間
は
、
肝

臓
や
血
液
の
働
き
を
調
べ
る
た
め
、
定
期

的
に
検
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
薬
は
根
気
よ
く
！

　
＊
薬
は
医
師
の
指
示
通
り
に
正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
＊
お
風
呂
上
が
り
に
塗
る
の
が
効
果
的

で
す
。

　
＊
自
覚
症
状
が
な
く
な
り
皮
膚
症
状
が

改
善
し
て
も
、
菌
は
ま
だ
ひ
そ
ん
で
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
勝
手
に
薬
を
や
め

る
と
多
く
は
再
発
し
ま
す
。

●
清
潔
！
　
乾
燥
！

　
＊
足
は
毎
日
、
石
鹸
で
指
の
間
ま
で
よ

く
洗
い
、
洗
っ
た
後
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　
＊
患
部
を
軽
石
で
こ
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
＊
通
気
性
の
良
い
履
き
物
や
、
吸
収
性

の
良
い
靴
下
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
＊
家
族
に
水
虫
の
患
者
さ
ん
が
い
る
場

合
に
は
、
一
緒
に
治
療
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
＊
ま
め
に
掃
除
し
、
ス
リ
ッ
パ
等
の
履

き
物
は
共
有
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
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 ● 食 中 毒 ●

～ 臨床検査室から ～　
じ
め
じ
め
と
暑
い
日
が
多
く
な
り
、
食

中
毒
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
　
食
中
毒
に
は
、

　
①
微
生
物
（
細
菌
）
が
食
品
に
混
入
し

て
お
こ
る
も
の

　
②
フ
グ
や
毒
き
の
こ
な
ど
の
も
つ
天
然

の
毒
素
で
お
こ
る
も
の

　
③
ヒ
素
な
ど
化
学
物
質
に
よ
る
も
の
、

な
ど
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
最
も
身

近
に
多
い
細
菌
性
食
中
毒
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。
（
下
段
に
一
覧
表
が
あ
り
ま

す
。
）

　
重
篤
な
症
状
や
死
者
が
出
て
一
躍
有
名

に
な
っ
た
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ157

は
、

赤
痢
菌
と
同
じ
よ
う
な
毒
素
を
産
生
し
、

全
身
症
状
を
起
こ
し
ま
す
が
、
予
防
法
は

他
の
菌
の
場
合
と
同
じ
に
考
え
て
良
い
と

思
い
ま
す
。

　
食
中
毒
の
予
防
は
、
菌菌菌菌菌
ををををを
つつつつつ
けけけけけ
ななななな
いいいいい
、、、、、

増増増増増
ややややや
さささささ
ななななな
いいいいい
、、、、、
殺殺殺殺殺
すすすすす
が
原
則
で
す
。
家

庭
で
で
き
る
予
防
策
は
、

　
※
夏
場
は
、
な
る
べ
く
な
ま
物
は
避

け
、
よ
く
加
熱
し
、
調
理
後
は
早
く
食
べ

る
。
※
新
鮮
な
食
材
を
選
び
、
冷
蔵
庫
を

過
信
し
な
い
。
細
菌
の
中
に
は
低
温
で
も

生
き
続
け
る
物
も
あ
り
ま
す
。
※
手
指
に

傷
の
あ
る
時
は
、
食
物
に
直
接
傷
が
触
れ

な
い
よ
う
に
す
る
。
※
ま
な
板
や
ふ
き
ん

は
よ
く
洗
い
、
乾
燥
さ
せ
る
。
肉
を
切
っ

た
後
野
菜
を
切
る
と
、
肉
に
つ
い
て
い
た

細
菌
を
仲
介
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
食
材

が
変
わ
る
度
、
洗
い
ま
し
ょ
う
。
漂
白
剤

や
熱
湯
消
毒
も
有
効
で
す
。
※
よ
く
手
を

洗
う
。
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
風
邪
の
症
状
と
似
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
食
中
毒
と
は
思
わ
ず
重
症
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
あ
る
時
は
、
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
下
痢
の
原
因
菌
を
探
す
た
め
の
細
菌
検

査
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
は
、
便
を
つ
け
た
綿
棒
を

白
い
寒
天
の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
い
る

容
器
に
入
れ
て
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
検
査
を
す
る
ま
で
、
採
便

し
た
時
と
変
わ
ら
な
い
状
態
の
ま
ま
菌
を

保
存
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　　　　
便
を
培
地
（
菌
を
発
育
さ
せ
る
た
め
の

栄
養
分
や
、
雑
菌
を
抑
え
る
物
質
を
入
れ

寒
天
で
固
め
た
物
）
に
ぬ
り
培
養
し
ま

す
。
翌
日
菌
が
生
え
て
き
た
ら
、
同
定
（
下

痢
の
原
因
菌
か
ど
う
か
菌
名
を
探
り
当
て

る
）
し
、
感
受
性
試
験
（
ど
の
抗
生
剤
が

効
く
か
）
を
し
て
結
果
を
返
し
ま
す
。

　
菌
が
生
え
て
く
る
の
を
待
っ
て
検
査
を

進
め
る
の
で
最
終
報
告
ま
で
、
一
週
間
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。

●細菌性の食中毒
細菌による食中毒のとき

①安静にして保温する

　　安静にし、毛布などをかけて、腹部を

　　保温する。

②吐き気

　　体を横に向けて、容器に吐かせる。

＊食べ物の残り、吐物、便をとっておき

　医師に見せる。

提出容器提出容器提出容器提出容器提出容器

（（（（（シシシシシーーーーードドドドドスススススワワワワワブブブブブ）））））
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●狭心症予防
    　　　と食事●

 

　
か
つ
て
心
臓
病
と
い
え
ば
お 

年
よ
り
の
病

気
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
、
三
十
歳
代
半
ば
か
ら
、
心
臓
病
で

苦
し
ん
で
い
る
方
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
戦
後
の
食
生
活

の
欧
米
化
に
よ
る
、
肉
や
バ
タ
ー
類
の
動
物

性
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
や
、
日
常
生
活
で
の

運
動
不
足
な
ど
、
生
活
習
慣
と
深
い
か
か

わ
り
の
あ
る
「
虚
血
性
心
疾
患
」が
増
え
た

こ
と
で
す
。

　
虚
血
性
心
疾
患
と
は
、
心
臓
の
筋
肉
（
心

筋
）
に
酸
素
と
栄
養
を
補
給
し
て
い
る
血
管

（
心
臓
を
取
り
巻
く
冠
状
動
脈
）に
動
脈
硬

化
が
お
こ
り
、
心
筋
が
酸
素
不
足
に
な
っ
て

発
作
が
お
き
る
病
気
で
す
。
虚
血
性
心
疾

患
に
は
、
「
狭
心
症
」と

「
心
筋
梗
塞
」が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
人
が
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
を
お
こ
し
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
タ
バ
コ
は
三
大
危
険
因

子
と
い
わ
れ
、
こ
の
三
つ
が
重
な
る
と
、
そ

の
い
ず
れ
も
な
い
人
に
比
べ
る
と
十
倍
以
上
の

頻
度
で
動
脈
硬
化
が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
他
に
ス
ト
レ
ス
や
過
労
、
肥
満
、
運
動
不

足
、
糖
尿
病
、
痛
風
、
遺
伝
的
素
因
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
危
険
因
子
は
重
な
り
合

え
ば
あ
う
ほ
ど
発
症
し
や
す
く
な
る
た
め
、

高
脂
血
症
や
高
血
圧
症
状
の
あ
る
人
は
、

絶
対
に
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
な
ど
、
危
険
因

子
を
ひ
と
つ
で
も
減
ら
す
た
め
の
生
活
習
慣

の
改
善
が
大
切
で
す
。

●
食食食食食
事事事事事
療療療療療
法法法法法
ののののの
ポポポポポ
イイイイイ
ンンンンン
トトトトト
●

　
過
食
は
肥
満
に
つ
な
が
り
、
心
臓
の
仕
事

を
ふ
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
を

避
け
、
腹
八
分
目
で
食
事
を
終
え
る
習
慣

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

＊＊＊＊＊     

少少少少少
ななななな
すすすすす
ぎぎぎぎぎ
ててててて
ももももも
困困困困困
るるるるる
コココココ
レレレレレ
ススススス
テテテテテ
ロロロロロ
ーーーーー
ルルルルル

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
本
来
、
ホ
ル
モ
ン
を
合

成
し
た
り
、
細
胞
膜
を
つ
く
る
う
え
で
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
物
質
で
す
。
血
液1

0
0
m
l

中1
7
0
m
g

位
に
保
た
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
摂

取
量
は3

0
0
m
g

以
内
を
目
安
に
し
て
く
だ

さ
い
。

＊＊＊＊＊ 
L
D
L

 
L
D
L

 
L
D
L

 
L
D
L

 
L
D
L

コココココ
レレレレレ
ススススス
テテテテテ
ロロロロロ
ーーーーー
ルルルルル
ををををを
減減減減減
ららららら
ししししし
　　　　　
　　　　　

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　H

D
L
H
D
L
H
D
L
H
D
L
H
D
L

コココココ
レレレレレ
ススススス
テテテテテ
ロロロロロ
ーーーーー
ルルルルル
ををををを
増増増増増
ややややや
すすすすす

　LD
L

の
酸
化
抑
制
物
質
と
し
て
、
β-

カ

ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
有
効
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
緑
黄
食
野
菜
や
、
新
鮮

な
野
菜
、
果
物
を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ

う
。
果
物
に
多
い
ペ
ク
チ
ン
や
、
海
藻
に
含

ま
れ
る
ア
ル
ギ
ン
酸
な
ど
の
食
物
繊
維
、
椎

茸
の
エ
リ
タ
デ
ニ
ン
、
大
豆
の
サ
ポ
ニ
ン
や
オ

リ
ゴ
糖
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
作
用
が
あ

り
ま
す
。
脂
肪
は
、
牛
や
豚
の
脂
、
バ
タ
ー

を
控
え
、
植
物
油
や
魚
油
を
摂
り
ま
し
ょ

う
。
＊＊＊＊＊
良良良良良
質質質質質
ななななな
たたたたた
んんんんん
ぱぱぱぱぱ
くくくくく
質質質質質
ははははは

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
必必必必必
要要要要要
ななななな
だだだだだ
けけけけけ
十十十十十
分分分分分
ににににに

　
体
内
で
は
合
成
で
き
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸

を
持
っ
た
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
食
品
と
し
て
、

卵
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
肉
類
、
魚
介
類
が

あ
り
ま
す
が
、
肉
類
は
脂
肪
の
少
な
い
赤

身
肉
や
鳥
の
さ
さ
み
な
ど
を
選
び
ま
す
。

魚
卵
、
魚
や
肉
の
内
臓
は
控
え
ま
し
よ
う
。

＊＊＊＊＊
知知知知知
ららららら
ずずずずず
ににににに
ととととと
るるるるる
ナナナナナ
トトトトト
リリリリリ
ウウウウウ
ムムムムム
ににににに
注注注注注
意意意意意

　
調
味
料
だ
け
で
な
く
ハ
ム
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
な

ど
の
加
工
食
品
、
か
ま
ぼ
こ
、
は
ん
ぺ
ん
な

ど
の
練
り
製
品
の
摂
り
す
ぎ
、
化
学
調
味

量
の
使
い
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　　
食
事
と
合
わ
せ
て
適
度
な
運
動

（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
を
習
慣
づ
け
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
狭
心
症
と
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
く
だ

さ
い
。

　ひじきとほうれん草のおひたし

　材料： （ ２人分）

　　ひじき （ 乾） 180g

　　だし 100ml

　　ほうれん草 150g

　　削りかつお 2g

　　しょうゆ　小さじ2　　　いり白ごま　少量

作り方 ：　

　① ひじきは茹でてもどし、 水にとってざるにあける。

鍋に移してだしを加え、 汁けがなくなるまで煮て、

ざるに広げてさます。

　② ほうれん草は茹でて水にとり、 絞って3㎝に切る。

　③ ①②を削りかつおとしょうゆで合え、 小鉢に盛り、

ごまをふる。

（ １人分： ２９キロカロリー、 塩分1.2 ｇ ）
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ＡＡＡＡＡ
．．．．．
健
常
成
人
は1
5
0

～2
0
0
m
l

の

尿
が
膀
胱
に
溜
ま
る
と
尿
意
を
感
じ
、

3
0
0

～4
0
0
m
l

で
強
い
尿
意
を
感
じ
ま
す

が
、
な
お
あ
る
程
度
は
尿
を
漏
ら
す
こ
と

　
　
ＱＱＱＱＱ
．．．．．
最
近
、
通
常
の
排
尿
を
し
た
あ
と

す
ぐ
ま
た
尿
意
が
あ
り
、
も
う
一
度
排
尿

す
る
と
少
量
で
す
が
普
通
に
尿
が
出
ま
す
。

　
こ
こ
数
日
、
特
に
気
に
な
り
ま
す
。
な
に

か
病
気
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
五
十
五
歳
　
男
性
　
会
社
員

このコーナーでは皆様から寄せられた病気や健康などの質問・疑問に、

それぞれが専門の立場からお答えいたします。

疑問疑問疑問疑問疑問・・・・・質問などは質問などは質問などは質問などは質問などは・・・・・・・・・・・・・・・

　当院広報委員会に郵送、または E-mailされるか、

　院内に設置のご意見箱にご投函ください。

E-E-mail ： info ＠ nerima-hosp.or.jp

な
く
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
排
尿
を
意
図
す
れ
ば
速
や
か
に

排
尿
が
始
ま
り
、
特
別
な
努
力
を
要
す
る

こ
と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
全
量
を
排
出

し
、
痛
み
、
残
尿
感
や
終
末
滴
下
（
排
尿

後
に
ポ
タ
ポ
タ
垂
れ
る
）
な
ど
の
症
状
を

伴
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
異

常
を
き
た
す
こ
と
を
排
尿
障
害
と
呼
び
、

ご
質
問
の
症
状
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
一
般
的
に
中
年
以
降
の
男
性
で
は
、
前

立
腺
疾
患
が
一
番
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
排
尿
障
害
を
き
た
す
に
は
他

に
も
種
々
の
原
因
が
あ
り
、
正
確
な
診
断

と
治
療
の
必
要
性
の
有
無
を
見
極
め
る
こ

と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
専
門
医
に
よ
る
詳
し
い
問
診
と
診
察

が
必
要
で
す
。

　
最
近
は
、
若
い
年
代
で
の
前
立
腺
肥
大

症
や
前
立
腺
癌
の
罹
患
率
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
早
め
に
泌
尿
器
を
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
泌
尿
器
科
医
師
　
　
阿
部
　
貴
之

応急手当と救急介護①

熱熱熱熱熱いいいいい日日日日日差差差差差しししししののののの下下下下下ででででで日日日日日射射射射射病病病病病ににににになななななっっっっったたたたた

高温高温高温高温高温 ・・・・・ 多多多多多湿湿湿湿湿ののののの場場場場場所所所所所ででででで熱熱熱熱熱疲疲疲疲疲労労労労労

★日射病★

①①①①①頭頭頭頭頭ををををを高高高高高くくくくくしししししててててて寝寝寝寝寝かかかかかせせせせせるるるるる ・ ・ 木陰など、 風通しのよい涼

しい場所に運ぶ。 衣服をゆるめ、 頭を高くして寝かせる。

②②②②②体体体体体ををををを冷冷冷冷冷やややややすすすすす ・ ・ 冷水で頭や手足を冷やす。 高熱のと

き、服を脱がせ体を冷水でふく。

③③③③③冷冷冷冷冷水水水水水ををををを飲飲飲飲飲ままままませせせせせるるるるる ・ ・ ・ 意識があり嘔吐がなければ、

冷たい食塩水か重曹水を飲ませる。

★熱疲労★

①①①①①水分の補給水分の補給水分の補給水分の補給水分の補給 ・ ・ 風通しのよい涼しい場所に移し、 衣服

をゆるめる。 意識があれば、 冷たい食塩水 （ 水分と塩分

の補給）を飲ませる。

②②②②②足足足足足ををををを高高高高高くくくくくしししししててててて寝寝寝寝寝かかかかかせせせせせるるるるる ・ ・ 足を高くして寝かせ、 毛布

などで保温する。 重症のときはすぐに病院（内科）へ

～　・　～　・　～　・　～　・　～　・　～　・　～　・　～　・　～　・　～　

●日射病のとき、顔色が赤く、体温が

　高い。熱疲労では顔色は青白く、体

　温はだいたい普通。



編集後記編集後記

お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してありますご意見箱、または

E-mailにてお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階ｴﾚﾍﾞー ﾀ横

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口

次号は、 第４１号　平成１３年１０月１日発行です。

連絡先　 Tel 03-3972-1001      Fax 03-3972-1031
　　　　　　　E-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp

　病気にならないために、日々の生活を規則正しく、早寝早起き、

適度な運動・・・・。目標を立ててはみるものの三日と続いたことが

ありません。この時期は、各種健康診査がおこなわれ健康をチェッ

クする良い機会です。今年は思い切って全身チェックで、安心して

食欲の秋が迎えられるようにしたいと思ってます。　　　（Ｋ）



★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

耳鼻咽喉科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付 （内科／外科系／産婦人科）

｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋ゚ﾀﾙ｣：第４０号
平成13年 7月1日発行（年 4回発行）
発行／編集

　財団法人東京都医療保健協会

　練馬総合 病 院　広報委員会

当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線 江古田駅北口　　徒歩３分
　　　　　　　■営団地下鉄有楽町線　　 小竹向原駅　　　徒歩15分
　　　　　　　■都営地下鉄大江戸線　　 新江古田駅　　　徒歩12分
　　　　バス　■中野駅北口より関東バス 江古田駅行　　　徒歩６分

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘2-41-1

　Tel．03-3972-1001　
　Fax．03-3972-1031


